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論文審査結果の要旨 

本論文は、初発時の治療方針として無治療経過観察または早期治療介入を選択された濾胞性リ

ンパ腫患者の臨床経過について、後方視的に検討したものである。無治療経過観察群と早期治療

介入群の比較では、初回治療後の腫瘍増大までの期間、全生存期間、形質転換するまでの期間の

いずれも有意差を認めなかった。本研究では、リツキシマブ時代においても、一部の FL 患者で

は無治療経過観察が許容される初回治療の選択肢の一つであることが示唆される結果であった。

これまでの濾胞性リンパ腫における無治療経過観察についての報告としては、リツキシマブ時代

以降にも海外から複数あるものの、対象患者の選択やエンドポイントの設定について議論の余地

があるものである。また、日本を含めたアジア圏からの報告はない。FL に対する無治療経過観

察あるいは早期治療介入の妥当性に関する研究は、企業治験等では実施困難であるものの、今後

の医師主導臨床試験を計画するための根拠になりうる。 

よって、本論文は博士（医学）の学位を授与するに値するものと判定した。 

 

 


